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立命館大学大学院情報理工学研究科（博士課程前期課程） 

情報理工学専攻 
 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

問題番号⑥ 計算機科学２（コンピュータネットワーク、データベース、人工知能） 

※この問題は 3ページあります。すべての問題に答えなさい。 

 

問１．コンピュータネットワークに関する以下の説明文（１）～（８）について、囲みの部分ア～ソに最も適した

文字列を記入しなさい。囲み内に選択肢がある場合には、選択肢の記号いずれか一つを記入しなさい。もし選択肢

に適切なものが見当たらない場合は、適した用語を記入しなさい。同じ問題記号の囲みには同じ用語が入ると仮定

せよ。 
 

（１） ア ① ITU ② IETF ③ IEEE ④ IrDA  はインターネットで利用される技術の標準化を策定する組織であり、

その技術仕様の保存・公開を RFC と呼ばれる形式で行っているのが特徴である。 

（２） イ ① CDMA ② CSMA/CA ③ CSMA/CD ④ ALOHA  は、一部の Ethernet などで使用される搬送波感知多重ア

クセス／衝突検出方式の略称である。 

（３） OSI 基本参照モデル(あるいは OSI 参照モデル)における 

ウ ① 物理 ② データリンク ③ ネットワーク ④ トランスポート  層は、一つまたはそれ以上のコンピ

ュータネットワークを介して起点システム（あるいはネットワークノード）から終点システムの間の通信を

中継し、上位層に透過的な伝送路を提供するものである。一方、 

エ ① 物理 ② データリンク ③ ネットワーク ④ トランスポート  層ではウ層の通信サービスを用いて、

遠隔地の二つの通信プロセスの二点間通信を上位層に提供する。誤り検出や自動再送要求などの技術を用い

てウ層で発生したビット誤りやパケット喪失などの通信エラーから回復するようエ層のプロトコルを構成

した場合、エ層では信頼性の高い二点間通信を提供可能である。 

（４） 小数点付き 10 進記法(dotted decimal notation) で 10.162.42.254 と示される IPv4 (Internet Protocol 

version 4)アドレスについて、このネットワークは クラス オ ① A ② B ③ C ④ D ⑤ E  である。サブ

ネットマスクが同じく小数点付き 10 進記法で 255.255.252.0 である場合、ネットマスクの長さは 

カ ① 16 ② 22 ③ 24 ④ 26  であり、使用すべきブロードキャストアドレスは 

キ ① 10.162.255.255 ② 10.162.252.255 ③ 10.162.42.255 ④ 192.168.43.255  である。この場合、利

用可能なホスト数は最大 ク ① 162 ② 1022 ③ 1624 ④ 2254  である。 

（５） IPv4 では 32 ビットだったアドレス空間は、IPv6 (Internet Protocol version 6)では 

ケ ① 48 ② 64 ③ 108 ④ 128  ビットに拡張されている。IP のバージョンを示すバージョン(version)フ

ィールドは コ ① IPv4 のみ ② IPv6 のみ ③ IPv4 と IPv6 双方  の IP ヘッダに存在する。 

（６） 125[μs] (マイクロ秒)の時間間隔で音声信号を量子化し、圧縮処理せずにデジタル伝送する。量子化の精

度を 8 ビットとすると、転送に必要な帯域は サ ① 13 ② 32 ③ 64 ④ 192  k [bps](キロビット毎秒)で

ある。標本化定理(あるいはサンプリング定理、ナイキスト定理)によれば、元の音声信号のうち、このデジ

タル伝送で再現可能な周波数は高々 シ ① 4 ② 7 ③ 16 ④ 24  k [Hz](キロヘルツ)である。なお、1 マ

イクロ秒とは 100 万分の 1秒、キロとは元の単位の 1000 倍という意味である。 

（７） TCP と UDP のうち、ヘッダに ACK(Acknowledge) ビットが含まれているのは 

ス ① TCP だけ ② UDP だけ ③ TCP と UDP 両方  であり、ヘッダに送信元ポート番号のフィールドがある

のは  セ ① TCP だけ ② UDP だけ ③ TCP と UDP 両方  である。 

（８） 高速デジタル通信方式 SONET OC-3(optical carrier level 3)では１フレームあたり 9×270 バイトを伝送

し、フレームの時間間隔は 125[μs]であるので、その伝送速度は  

ソ ① 19.44 ② 24.3 ③ 155.52 ④ 303.75  M [bps] (メガビット毎秒)である。なお、1 メガビットとは

1000 キロビットである。 
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立命館大学大学院情報理工学研究科（博士課程前期課程） 

情報理工学専攻 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

計算機科学２（つづき） 

※この問題は 3ページあります。すべての問題に答えなさい。 

 

問２．データベースに関する以下の説明文（１）～（６）について、囲みの部分ア～トに最も適した文字列を記入

しなさい。囲み内に選択肢がある場合には、最も適した選択肢の記号いずれか一つを記入しなさい。もし選択肢に

適切なものが見当たらない場合は、適した用語を記入しなさい。同じ問題記号の囲みには同じ用語が入ると仮定せ

よ。 

 

（１） 関係データモデルにおける ア ① 結合従属 ② 関数従属 ③ 多値従属 ④ 正規化  (X→Y)とは、列 X の値

が決まると列 Yの値が一意に決まる性質である。第一正規形の関係 R(ABCD)において、B→Cが成立するとき、

Rはイ     正規形である。また、第二正規形の関係 R(ABCD)において、B→Cが成立するとき、 

R はウ     正規形である。 

この B→C により、C は A にエ ① 結合 ② 推移 ③ 正規 ④ 演繹  従属しているという。第二正規形の関

係 R(ABCD)において、A→BCD だけが成立しているとき、Rはオ     正規形である。 

 

（２） データベース言語 SQL において、 表を定義するときに使用するコマンドは 

カ ① create form ② generate table ③ insert table ④ create table  である。一方、定義情報を含

めてデータベースから表を削除するときに使用するコマンドは 

キ ① delete table ② drop table ③ revoke table ④ remove table  である。 

今、学生(学生番号、名前、学科番号、GPA)の表がある。以下は、学科番号とその学科の学生の平均 GPA を

求める問合せである。 

select ク ① 学生 ② GPA ③ 名前 ④ 学科番号  ケ ① count ② min ③ avg ④ average  (GPA) from

学生  コ ① order ② having ③ group ④ set  by 学科番号; 

 

（３） データベースを格納するための B 木では、木の最上位ノード（サ ① 根 ② 葉 ③ 節 ④ ポインタ ）から

どの最下位ノード（シ ① 根 ② 葉 ③ 節 ④ ポインタ ）までの長さが 

 ス ① 1 ② 一定 ③ ∞ ④ 極小  であるという特徴がある。 

 

（４） 様々なデータモデルの中で実体型と関連型でモデル化するセ ① 関係 ② 二項 ③ ER ④ TH  データモデ

ルでは、学生、学科、科目などをソ ① 関連型 ② 実体型 ③ 属性 ④ スキーマ  として定義する。一方、

受講、所属などを複数の実体型の間の タ ① 関連型 ② 実体型 ③ 属性 ④ スキーマ  として定義する。 

 

（５） 関係代数とは、関係への演算を定義したもので、関係同士のチ ① 距離 ② 和 ③ 行数 ④ 平均  、差、

商、直積などの演算がある。これらの通常の代数の演算とは別に関係代数特有の演算として、 

ツ ① 写像 ② 射影 ③ 交換 ④ 生成  や選択、結合の演算がある。 

 

（６） データベースのトランザクションを同時に実行しても不整合が起きないようにするために考案された方法の

一つにロックを使用する方法がある。 

2 つのトランザクションにおいて、各々が既にロックしているデータを他方がロックしようとすると、 

テ ① アンロック ② 二相ロック ③ デッドロック ④ ロッキング  と呼ぶ異常な状態となる。これを検

出する代表的方法の一つに、トランザクションの  

ト ① メモリー ② 経過時間 ③ 使用者数 ④ DB サイズ  を調べる方法がある。 
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立命館大学大学院情報理工学研究科（博士課程前期課程） 

情報理工学専攻 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

計算機科学２（つづき） 

※この問題は 3ページあります。すべての問題に答えなさい。 

 

問３．人工知能に関する以下の説明文（１）～（５）について、囲みの部分ア～ソに最も適した用語や略語を選択

肢から選び、アルファベットで示された記号で答えなさい。なお、選択肢には関係のない用語や略語も含まれてお

り、アルファベットも一部を省いている。同じ問題記号の囲みには同じ用語が入ると仮定せよ。 

 

（１）データマイニングで、「X という条件が満たされる場合に Y という条件も満たされる」という形式の知識を

ア    と呼ぶ。Xを満たすデータが Yも満たす割合をイ    、Xと Y の両条件を同時に満たすデータ

が全データに占める割合をウ    と呼ぶ、アの重要度を表す重要な指標である。 

 

（２）アより複雑な関係知識を得る方法として、2 分木による判断を段階的に適用するエ    とオ    が

ある。学習対象となるデータが離散値をとる場合にエが用いられ、連続値をとる場合にはオが用いられる。

エの代表例である ID3 では、各段階での分類に用いるデータ属性の決定基準としてカ    が用いられる。 

 

（３）マルチエージェントシステムで、複雑なタスクを独立した部分タスクに分割して、複数のエージェントに割

り当てる方法を、一般的にキ    プロトコルと呼ぶ。その一例であるク    プロトコルでは、どの

エージェントにどの部分タスクを割り当てるのかを同報通信による一度の入札で決める。複数回の入札で段

階的に決める場合はケ    プロトコルと呼ぶ。 

 

（４）セマンティック Web は、膨大な Web ページをコ    というフォーマットで表現することにより機械可読

とし、柔軟で高度な Web 利用を可能にしようとする。各ページの要約であるサイトサマリーをサ    と

呼ばれる 3 つ組（トリプル）形式で表現する。サを柔軟に利用するためにボキャブラリ間の関係や利用方法

を定義した用語データベースをシ    と呼ぶ。 

 

（５）人間の神経回路網を参考にしてモデル化した人工ニューラルネットワーク技術は、入力されるデータのパタ

ーンを、多層で構成されるス    間の結合係数を修正することを繰り返して、正しく判別できるように

学習する。具体的な学習方法としては、セ    と出力との誤差を小さくするよう、出力層から入力層の

方向に順次結合係数を修正するソ    と呼ばれる方法がある。 

 

【選択肢】 

a 回帰木 b 回覧 c RDF d オークション 

e 契約ネット f オントロジー g 確信度 h 深層学習 

j 相関ルール k XML m 決定木 p アブダクション 

q RSS r バックプロパゲーション s 教師信号 t 交渉 

w エントロピー x プロダクションルール y ニューロン z サポート 
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